
事業の成果・今後の展望等

・学校看護師を配置し、医療的ケアを必要とする児童を円滑に受け入れることができた。
・医療的ケア実施に必要な備品等を整備することができた。
・令和7年度以降の実施にあたって、今年度の実績を踏まえ、よりよい支援のための検討を行うことができた。
・インクルーシブ教育が推進される中、今後も医療的ケアを必要とする児童生徒の数は増加していくことが予想され
　るが、本町は直接任用により看護師を配置していることから、人材確保は今後も継続する大きな課題となる。

問い合わせ先 精華町教育委員会学校教育課（0774-95-1906）

取組内容 交付実績額: 1,268 千円

医療的ケア実施体制、環境の整備

●医療的ケア看護師1名を会計年度任用職員として任用し、
　 対象校に配置
●医療的ケア実施の環境を整備するため、学校現場と相談
　 のうえパルスオキシメータや車いすなど必要な備品、消耗品
　 を購入

事業名 学校における医療的ケア環境整備事業

事業の経過・背景・課題

　様々な教育的ニーズへの対応、学びを保障するための支援や対応が学校に求められている中、町立学校に在籍す
る医療的ケアを必要とする児童生徒が安全・安心な学校生活が送れるよう、看護師を配置する必要がある。
　令和6年度は、本町立学校にとって初めての医療的ケア児の受け入れであり、医療的ケア児の入学に向けて、前年
度から事業予算の確保や、看護師の採用等の手続きを進めた。
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